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本資料の位置づけ

 本資料はWGグループ活動における検討の導入として、事務局案として提示
する資料である。

 本資料はあくまで「たたき台案」として提示するものであり、WGの検討を有意
義かつ円滑にするための「一案」として位置付ける。

 本資料を基にして、WGで検討した結果をWGとしての「アウトプット」として最終
的に「ビックデータのTOBEモデル案」と定義する。

 Ｍ２Ｍ・ビッグデータＷＧ

 事務局
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本WGで検討するアプローチの全体像（案）
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TOBEへのアプローチ ASISとのGAP

今後とるべきアクションの明確化

本たたき台の
位置づけ

様々な利用のニーズから
本来ビックデータに求められる要

件を導きだす

現実には・・・
出来ない事項・理由を明らかに

する

M2MビックデータWGとして提言・発信していくべき事項を明らかにする

WGとして詳細に掘り下げ検討していくべきSWG活動を定める
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ビッグデータTOBEモデル検討の全体像（案）
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input outputData stock=BigData

広義のＢｉｇＤａｔａ

Big Data

公共ユース（公共分野）

企業ユース（ビジネス分野）

個人ユース（生活分野）

活用領域・利用目的情報ソース

Ｔｏｂｅモデル検討として議論する部分
官庁・自治体情報
官庁・自治体が保持している
データ、実証実験のデータ

研究所・大学情報
研究・大学での研究データ

センサー情報
スマートデバイス
センサーからのﾃﾞｰﾀ

企業情報
オフィスで作成されるデータ、ＥＣ
等の販売管理と取引データ

インターネット情報
ＳＮＳ、ウェブ配信サービス
のデータ

画像・映像データ

テキストデータ

音声データ

数値データ

位置情報

官庁・自治体が公共利用目的として
利用する

個人・一般消費者が生活利便性を目
的として利用する

企業がビジネスへの有効活用として
利用する
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利用目的仮説：ビックデータによって出来ること
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・大量データ
・多様なデータの関連性

・迅速な処理

ビックデータの特性

Big Data

ビックデータの利用使途

大量の情報母数や複数の情報を相関させることに
よって、従来見えなかったものを見えるようにする

例：温度×交通量、天候×作物成長度など

継続的に測定した情報から逸脱した情報が測定
（把握）された際に、それを「変化」として速やかに
把握できるようにする

例：異常気象、自然災害、セキュリティ（不正把握）
など

継続的な測定による傾向値や高度な情報分析に
よって将来のトレンドを予測する

例：需要予測、マーケティング分析、人口動態予測、
農作物供給予測など
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公共側面で検討するべき情報群（案）
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人や消費の動き

自然・環境の情報

技術・研究・統計の情報

公共性が高い

と想定される情報群

ライフラインの状況
（エネルギー・交通・通信）

医療・高齢者の状況

•人口動態
•位置情報
•購買情報
•所得推移

•エネルギー供給・消費状況
•交通渋滞・交通量
•通話履歴
•水質管理情報

•病床空席・繁忙管理
•高齢者住宅空席
•高齢者健康情報

•天候・気象情報（水位・温度など含む）
•環境面の各種データ（オゾン・CO2・放射能）
•作物成長度
•水産物の動き（魚群・海流）

•公共の統計データ（各省庁主幹）
•学校・研究所のサンプリングデータ
•特許・新技術の実証データ
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活用領域仮説：ビックデータの活用局面（例）
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人や消費の動き 自然・環境
技術・研究
・統計

ライフライン 医療・高齢者

エネルギー

需給管理

高齢者
介護支援

社会需要
トレンド

マーケティング

防災システム

研究開発
促進支援

渋滞予測・

交通渋滞緩和

パンデミック予測

新技術
マッチング

1次産業
供給予測

1次産業
運営支援
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議論するにあたって・・・ポイントとなる要素
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情報の過密度から見えるもの 情報の継続的な長さから見えるもの

情報の母数の多さから見えるもの 複数の相関から見えるもの

粗くとらえたいたものを細かくみると・・・・ 期間的に短かったものを長期間みると・・・・

少数ではなく多数でみると・・・・ いくつかの情報を掛け合わせると・・・・

足りなかった情報が埋まっていくことで
見えるものは？

情報を細かくすることで精度があがるものは？ 測定サイクルを変えると見えるものは？

見えない因果関係からの発見は？


